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School of ENVIRONMENTAL SCIENCE

語学などの基礎科目や人間学を通して、幅広い視野を身につけます

基礎となる理論を学びます

◎学びのステップ〈4年間の学習フロー〉

1年次 3年次 4年次

現場スキルの基礎を学びます

発展的な専門科目について学びます

発展的な現場スキルについて実践的に学びます

前　期 後　期 前　期 後　期

2年次

環境科学部

環 境 政 策 ・ 計 画 学 科
Department of ENVIRONMENTAL POLICY AND PLANNING

環境科学部

環 境 政 策 ・ 計 画 学 科
Department of ENVIRONMENTAL POLICY AND PLANNING

“環境” で鍛えたチカラは、社会のどこでも通用する。

環境科学部　環境政策・計画学科 3回生
久米　萌乃 さん／岐阜県立岐阜高等学校出身

文理問わずあらゆる観点から環境分野を学べるこの学科を志望しました。
座学はもちろん、学科を越えて一緒に取り組むフィールドワークをはじめ、
工場や博物館など現地で行われる講義など、大学の外で学べる機会が多
いことはこの学科の大きな特徴だと思います。
環境問題は国際的な問題ですが、私たちの身近な生活の中でも環境問題
の被害はたくさんあります。将来はその地域住民の方たちと一緒に被害の
改善を手助けできるような仕事をしたいです。
大学は自分の行動次第で自分の可能性をいくらでも広げられる場所です。
ぜひ、県大で自分の新しい可能性を見つけてください。県大でお待ちして
います。

大学の枠組み超えた出会いのなかに広がる好奇心。
自分の知らなかった可能性を自覚できる場所。

環境科学概論、基礎統計、応用統計学、応用数学、環境政策学、環境計画学など

社会システム分析設計・演習、環境政策デザイン論・演習、環境
マネジメント演習、合意形成支援技法・演習、環境情報、環境アセ
スメント、GIS演習など

地域システム論、市民参加論、環境心理学、環境社会学、環境法、水環境政策論、
地域開発論、環境経済学、廃棄物管理論、環境経営論、環境財政、国際環境資源
論など

地域調査法、政策形成・施設
演習、環境フィールドワーク、
ファシリテーション技法・演
習、政策計画基礎演習など

◎教員スタッフとその専門分野
● 井手 慎司　　教授　　水環境管理、土木環境システム、環境影響評価
● 香川 雄一　　教授　　人文地理学、環境地理学、都市社会地理学
● 金谷 健　　　教授　　廃棄物管理論
● 上河原 献二　教授　　環境法・環境政策
● 高橋 卓也　　教授　　環境経営、森林政策・計画、資源・環境経済
● 瀧 健太郎　　准教授　流域政策・計画学、水工学、応用生態工学

● 林 宰司　　　准教授　環境経済学、環境政策論
● 村上 一真　　准教授　開発経済学、環境経済学、行動経済学、地域経済・政策論
● 和田 有朗　　准教授　環境政策、環境計画、環境システム、地域システム
● 小野 奈々　　助教　　環境社会学、地域社会学、NPO・NGO論
● 白木 裕斗　　助教　　エネルギーシステム学、環境システム学
● 平山 奈央子　助教　　湖沼流域ガバナンス、水資源管理、住民参加、意思決定手法

文理を問わず幅広い視
野から環境に挑みます

環境政策・計画に関わる科目は、文系
と理系の幅広い分野にわたります。文
理双方の専門知識と方法論を学ぶこ
とで、実社会で求められる総合的な力
が身につきます。

現場で役立つ実践的
スキルを習得します

卒業後、幅広い分野や職種で活躍するための
データ分析、マネジメント、場のデザイン、コミュニ
ケーション等、現場で役立つ実践的なスキルが
身につきます。また、社会調査士やGIS学術士な
どの資格を取得できる授業もあります。

自分自身で課題を設定
し、解決策を提案します

現場でのフィールドワークや行政職員・地
域住民などへのヒアリング調査を実践す
ることで実社会の課題を把握します。卒
業研究では課題を解決するために社会で
役立つ新しい知見を提供します。

研究室に配属し卒業研究に取り組みます

政策計画演習、卒業研究
※着手発表会（12月）／中間発表会（5月・9月）／
　卒論審査会（2月）
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◎アドミッションポリシー
環境政策・計画学科では、環境と調和した社会を形成するために、社会を形
成している企業、政府、市民の行動を環境調和型に変革していく人材を養成
します。この教育目標を達成するために、次のような学生を求めます。

求める学生像
①人間社会と自然環境の広い範囲にわたって関心を有する人（興味・関心・

意欲）
②環境政策や環境計画を学ぶ上で必要な国語・数学・英語・理科・地歴公民

の基礎学力を有する人（知識・理解）
③見出された問題の解決に向けて論理的に思考できる基礎力を有する人（思

考力・判断力）

◎学びのポイント
身近な地域課題から地球規模の環境問題について、文系と理系の
多様な視点から総合的に学ぶことを通して、“幅広い視野で物事の
見通しを立てることができる人”を育てる学習プログラムにしてい
ます。例えば、1回生から専門知識を学べるほか、教員1名につき学
生4人程度の少人数の授業が中心で、丁寧な指導を受けられます。
また、3回生以降は研究を進めるための研究室や1人1台のパソコ
ンなど、学習環境を整えています。これらによって4年間で一人一人
が考える力や社会で求められるスキルを伸ばすことができます。こ
のようなプログラムを通して、具体的な進路を自分自身で設計する
ことができます。そのため、卒業生の進路は公務員、企業の環境部
門、環境コンサルタント、起業家、NPO、政治家、研究者などバラ
エティーに富んでいます。


